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333 ネットワーク委員と推進員

①ネットワーク委員とは…

発見・見守り・予防がキーワード！

　地域にお住まいの高齢者や障がい
のある人、子育て家庭、その他さま
ざまな生活の課題を抱えた人の
ＳＯＳに気づき、福祉の専門職へつ
ないで、継続的な見守り活動を行っ
ていきます。

①発見機能…「○○さん最近様子が
おかしいな？」と、同じ地域で暮
らす住民ならではの気づきを活か
します。

②見守り機能…日常生活での声かけ
やサロン活動を通じて、安否確認
を行います。状況に変化があれば、
ネットワーク推進員を通じて、福
祉の専門職につなぐこともありま
す。

③予防機能…問題を早期発見し、対
応することで、高齢者虐待などを
未然に防ぐことができます。

継続的な安否確認

　見守りが必要な人の安否確認や友
愛訪問を、近隣住民と協力しながら
定期的に実施します。

日常生活援助

　日常生活のお困り事のご相談をお
受けし、必要なお手伝いを行います。

平成 21年８月１日現在、３２２地域の

ネットワーク委員会において、13,312 名

のネットワーク委員が活動しています。

ニーズの発見・実態把握
　さまざまな地域福祉活動（食事サー
ビス、ふれあい喫茶）などと連携し
ながら、地域の中で支援を必要とし
ている人を発見します。

ネットワーク推進員との連絡調整

　日々の活動の報告や状況の変化な
ど、ネットワーク推進員との連絡調
整を密に行います。


